
1周の距離が短く、追い抜くポイントが少ない「スポー
ツランドSUGO」。そのため、予選順位がいつも以上に
重要となる戦いとなりました！

落ち着いた走りで
着実にポジションアップ！

Rd.3＠菅生

白熱したタイムアタックに！！

前
回
の
富
士
に
続
き
今
回
も
2
ヒ
ー
ト
制
で
行

わ
れ
た
訳
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
菅
生
は
コ

ー
ス
レ
イ
ア
ウ
ト
上
タ
イ
ヤ
の
摩
耗
が
よ
り
激
し

い
と
予
想
さ
れ
、
い
か
に
タ
イ
ヤ
の
負
担
を
軽
減

さ
せ
な
が
ら
タ
イ
ム
を
出
す
か
？
に
重
点
を
お
い

て
レ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

木
曜
日
の
練
習
走
行
か
ら
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
想
定
し

た
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
ま
し
た
が
、
他
の
選
手
と

比
べ
て
後
半
の
タ
イ
ム
ダ
ウ
ン
の
幅
が
大
き
く
全

く
つ
い
て
い
け
な
い
状
況
が
続
き
、
1
発
の
タ
イ

ム
も
中
々
出
せ
な
い
ま
ま
、
し
か
し
な
ん
と
か
食

ら
い
つ
い
て
占
有
走
行
、
予
選
共
に
中
盤
位
置
に

留
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
今
回
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
シ

グ
ナ
ル
の
見
え
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
の
ス
タ
ー
ト
。

菅
生
の
ス
ト
レ
ー
ト
は
弓
状
に
な
っ
て
い
て
僕
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
く
ら
い
が
頂
上
付
近
、
20
番
手
以
降

と
も
な
る
と
ス
タ
ー
ト
シ
グ
ナ
ル
が
見
え
ず
補
助

シ
グ
ナ
ル
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
は
シ
グ
ナ
ル
が
見
え
る
な
ー
な
ん
て
思
っ
て

い
た
ら
ス
タ
ー
ト
少
し
出
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が…

。

ス
タ
ー
ト
直
後
で
多
少
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
し
ま

し
た
が
、
2
回
と
も
中
盤
以
降
は
単
独
走
行
と
な

り
、
タ
イ
ヤ
の
摩
耗
を
気
に
し
な
が
ら
自
分
の
ペ

ー
ス
で
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
体
的
に
は
少
し
荒
れ
た
展
開
で
、
リ
タ
イ
ア

や
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
受
け
る
選
手
な
ど
も
出
る
中
、

他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
の
フ
ェ
ア
な
走
り
に
も
助

け
ら
れ
、
今
回
も
無
傷
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し

て
レ
ー
ス
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
レ
ー
ス
後
半
の
タ
イ
ム
の
落
ち
込
み

な
ど
、
課
題
が
解
決
し
た
訳
で
は
な
い
の
で
、
そ

の
辺
り
を
意
識
し
な
が
ら
次
戦
の
オ
ー
ト
ポ
リ
ス

大
会
に
挑
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

坂

裕
之



■予選：１５位
■決勝第１ヒート：１６位
■決勝第２ヒート：１４位

■決勝正式結果：１４位

result
Rd.３ SUGO



今シーズンもトヨタ校の学生と共に戦います！

池田 晏規くん （４年） 小西 雅也くん （４年）

私は動画でレースを見る事がある程度だったので、レースをする側の
メカニック体験させて頂くことに楽しみな気持ちと、ドライバーの命
を預かるという緊張感を持って体験させて頂きました。

この体験で私は大きく２つの事を学びました。
１つ目は挨拶をする大切さです。初日はピットとテントを行き来する
事が多く、テントで作業をしている時にピットにとるくレンチを置き
忘れていることに気付きました。取りに行く時間もなく隣のチームの
方に頼み快く貸して頂けました。その後チームの方に「挨拶もしない
間柄の人に困った時にすぐに助けてくれるわけがない。だから挨拶は
積極的にして繋がりを大切にしなさい」と教わりました。社会人にな
るとより周囲の助けが必要になる事が増えていきます。私は自ら積極
的に挨拶を行い、困った時には助けてもらい、困っている人には助け
ることが出来るようなりたいと思いました。

２つ目は、整備の責任の重さです。決勝R１の時に自チームの前を走っ
ていた車からオイルが漏れていました。その原因はミッションオイル
のフィラーボルトの締め付けトルク不足でした。私は自チームの車両
のミッションオイルの交換作業をしていたので、その話を聞いて背筋
が凍り付きそうになりました。もし私がボルトの締め付け不足でオイ
ルが漏れたら自チームのドライバーもそうですが、後ろを走っている
車もオイルで滑りスピンする危険性があります。整備士は車を整備す
るだけでなくその車を使用する人と周囲の人たちの安全も守る責任が
あると痛感しました。

私の夢はダカールラリーにメカニックとして参加する事です。今回の
体験では先輩方の指示の下で作業をしていましたが、いつかはドライ
バーからの要望を聞き自ら整備出来るようになりたいです。

私は８６レースに参戦しているので、セッティングやドライビングなど、
全てが勉強になりました。その中でもレースでは、それぞれの役割を
きっちりとすることでチームの強さとなるということを学びました。
データロガーを見てドライバーと研究する、走行前に車両をセットする、
レース関係の手続きや、食事などをサポートするなど、分担する事でそ
れぞれの役割の質が高まる事を学びました。

私はメカニックとして油脂類の交換等、学校では学べないことを多く体
験する事が出来ました。メカニックはドライバーの命を預かる仕事なの
で、トルク管理が重要ということを学びました。油脂類のドレンボルト
の締め付けで、トルクレンチを使用した事が無かったのですが、トルク
不足やオーバートルクになっていることがとても危険であり、多くの人
に迷惑をかけると思いました。実際にレース中にミッションオイルが漏
れ、目の前で白煙を上げた車両がピットインしてくるのを見ました。オ
イルがコースに落ち、滑った車両もあり、もしそれが原因でクラッシュ
が起きてしまうと、多くの人に迷惑をかけるだけでなく、人の命を奪う
事になると思いました。学校で作業に慣れてきて、トルクもこれぐらい
でいいだろうと締め付けていることがとても怖いということを実感しま
した。

また、丁寧で正確な作業だけでなく速さも求められます。練習走行中に
セッティングの変更を要求されれば、正確であることはもちろん出来る
だけ早く作業が出来ないとそれだけ練習の時間が減ってしまいます。
レース前に普段交換しない部品や触る事のない部品の脱着や調整の練習
をしなければならないと思いました。

私は今回学んだことを多くの学生に伝えていき、レースに興味を持って
もらい、車好きを増やしていきたいと思います。また、自分がチームで
仕事をするときには、個々が強いとチームが強くなるという言葉を思い
出し、与えられた仕事を全力でしようと思います。
















